
入
　選

２
月
12
日
㈰
、
市
民
会
館
で
、
仙
台
藩
白
老
元
陣
屋

資
料
館
の
学
芸
員
・
平ひ

ら

野の

敦あ
つ

史し

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

『
古
文
書
教
室
（
講
座
編
）
』
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）

を
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
で
５
年
目
と
な
る
同
教
室
は
、
資
料
館
な
ど
で

目
に
す
る
古
文
書
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、

地
域
の
歴
史
や
史
料
に
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
古
文
書
の
解
説
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
野
さ
ん
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
北
方
警
備
の
た
め

に
派
遣
さ
れ
た
仙
台
藩
の
陣
屋
の
見
取
り
図
や
絵
図
な

ど
を
紹
介
し
、
作
製
さ
れ
た
時
代
の
様
子
や
陣
屋
周
辺

の
地
形
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

古
文
書
教
室
（
講
座
編
）

白
老
町
に
残
る
史
料
を

読
み
解
く

▲�『蝦
え

夷
ぞ

地
ち

に造られた仙台藩の砦』をテーマに講義をする平野さん
（中央）

▲�『こんにちは』など、日常で使われる手話を覚える参加者

２
月
１
日
㈬
、
市
民
会
館
で
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研

修
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
は
、
多
様
な
障
が
い
の
特
性
な
ど
を
理
解
し
て
、

障
が
い
の
あ
る
方
に
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
や
配
慮
を

行
う
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
を
推
進
す
る
た
め
、
こ

の
運
動
を
実
践
す
る
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
』
の
養
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
福
祉
関
係
者
の
有
志
が
集
ま
っ
た
団
体

か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
て
開
催
。
参
加
し
た
35
人
の

方
は
、
障
が
い
の
種
別
ご
と
に
障
が
い
の
あ
る
方
が

困
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
ほ
か
、
手
話
通
訳
専
門
員

の
手
本
を
見
な
が
ら
手
話
を
体
験
し
ま
し
た
。

あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

障
が
い
を
知
り
共
に
生
き
る
2
� 1

2
� 4

2
� 12

広報技術の向上を図るため、平成28年中に発行した
広報紙や広報写真、映像などについて優れた作品を表
彰する『第63回北海道広報コンクール』（広報広聴技
術研究会実行委員会主催）において、本市の『広報の
ぼりべつ』が『広報誌（紙）市の部』で５年ぶりの入
選を果たしました。
『広報誌（紙）市の部』では、17作品の応募の中か

ら、市や地域で取り
組む子育て支援など
について特集を組ん
だ『広報のぼりべつ
８月号』が選ばれま
した。
今後も、市民に親
しまれる広報紙作り
に努めてまいります
ので、ぜひご愛読く
ださい。

第63回北海道広報コンクール入選
『広報のぼりべつ』が入選 ２月４日㈯、郷土

資料館で『おひな様
人形づくり教室』
（郷土資料館主催）
を開催しました。
この教室は、手作

りのひな飾りでひな
祭りを楽しんでもら
うため毎年実施。自
分の手でひな人形を
作ることができるた

め、参加した方から好評をいただいてい
る事業です。
参加者は、色とりどりの布地の中から、

おひな様の着物となる素材を選んでひな
人形作りに挑戦。郷土資料館のボランテ
ィアグループ『ＳＬＧ』のメンバーから
作り方について丁寧な説明を受け、参加
者は、かわいらしい人形を作り上げるこ
とができ、うれしそうな表情で完成した
おひな様を持ち帰りました。

お
ひ
な
様
人
形
づ
く
り
教
室

人
そ
れ
ぞ
れ
の
お
ひ
な
様

▲�『広報誌（紙）市の
部』で入選した『広
報のぼりべつ８月号』

▲�完成後のかわいらし
い姿を思い浮かべな
がら人形作りに取り
組む参加者
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